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　　　◇スポーツ少年団、

田植え体験
　5月19日（日〉、新座市のスポーツ少年団の親子な

ど36名が葎沢の桐の木平地区で、田植えを体験

し、足を取られながらも一本一本丁寧に植えて

いました。

　昼食には、口いっぱいにおにぎりをほおばり、

葎沢の人たちの作った山菜汁を美味しそうに食

べていました。
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委
員
会
を
設
置
し
て
、

し
て
い
ま
す
。
村
、

さ
と
の
清
津
川
を
守
る
会
L

審
議
の
経
過
を
見
守
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
結
論
が
6
月
中
に
も
出
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
村
議
会
で
は
、
ダ
ム
計
画
は
治
水
効
果
に
も
疑

問
が
あ
り
、
直
下
流
中
里
村
の
自
然
を
破
壊
す
る
も
の
だ

と
し
て
、
計
画
反
対
の
議
決
を
し
て
い
ま
す
。
村
長
も
県

知
事
並
び
に
国
士
交
通
省
北
陸
整
備
局
に
反
対
を
申
し
入

れ
、
ま
た
村
長
と
村
議
会
合
同
で
昨
秋
国
会
議
員
に
も
計

画
の
見
直
し
の
要
望
書
を
提
出
し
、
こ
の
6
月
に
も
国
士

交
通
省
に
要
望
書
を
提
出
し
て
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ふ
る
さ
と
の
清
津
川
を
守
る
会
で
は
、
皆
さ
ん

か
ら
い
た
だ
い
た
大
切
な
反
対
署
名
（
一
万
三
干
四
百
名
）

を
国
士
交
通
大
臣
に
提
出
し
て
き
ま
し
た
。

　
　
　
国
士
交
通
省
は
、
中
里
村
清

　
　
津
峡
の
奥
、
湯
沢
町
三
俣
地
内

　
　
に
、
治
水
（
洪
水
防
止
）
と
利

　
　
水
（
水
道
用
水
等
の
水
利
用
）

　
　
を
目
的
と
す
る
ダ
ム
建
設
を
計

　
　
画
し
て
い
ま
す
。
高
度
経
済
成

　
　
長
時
代
の
昭
和
4
1
年
に
計
画
さ

　
　
れ
て
か
ら
4
0
年
近
く
経
っ
た
今
、

　
　
ダ
ム
を
巡
る
環
境
は
大
き
く
変

　
　
わ
り
ま
し
た
。
減
反
政
策
、
墓

　
　
盤
整
備
の
推
進
と
と
も
に
農
業

　
　
用
水
の
需
要
は
減
り
、
ま
た
長

　
　
野
県
の
脱
ダ
ム
自
一
言
な
ど
自
然

　
　
を
大
切
に
す
る
時
代
へ
と
価
値

　
　
観
は
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。

　
　
ダ
ム
不
要
論
が
増
す
中
で
、
国

　
　
士
交
通
省
は
清
津
川
ダ
ム
専
門

　
清
津
川
ダ
ム
計
画
の
是
非
を
検
討

議
会
、
村
内
に
結
成
さ
れ
た
「
ふ
る

　
　
　
で
は
、
毎
回
傍
聴
に
行
き
、

　　　　　　　　　　ダム計画の蒋1鋸諺嬢・

【ラ台オく】

・清津川ダム計画地点の流域面積は、信濃川全体のわずか2パーセントしかありません。信濃川中下流域の洪水予防

のため、なぜ信濃川の一支流である清津川を最優先にダムを造ろうとするのか、もっと他に適地がないのか説明が

ありません。清津川ダムにより、湯沢町三俣ほか3集落は水没させられ、移転を強いられようとしていまず。

・上流は上流、下流は下流でそれぞれ見合った治水をするべきだという論議があります。しかし、下流に行われるべ

き治水対策案は、「代替案。という形で論議のすり替えが行われ、上流ダム計画だけが検討の対象とされています。

【禾嘘水】

・昭和59年の利水要望調査時には、工業・水道用水で毎秒当たり13．5㎡あった利水要望は、減反政策、工業用水需要

の減などで1．8rイに減りました。今後県内人ロは減少になると予測されており、清津川ダムを造らなくても他の方法

で賄われるはずであります。

【環境】
・ダムができると下流の河川環境1ま著しく悪≦なることが予璽籔、籔．蟹．灘麹、藷　醗灘駿
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平
成
鱗
難
蕊
氷
生
生
物

　
　
を
指
標
匙
膨
器
轍
質
調

　
な
生
き
物
が
す
ん
で
い
ま
す
。

　
　
ど
ん
な
生
き
物
が
ど
の
く
ら
い
住

　
ん
で
い
る
の
か
を
調
べ
る
こ
と
に
よ

　
り
、
川
の
き
れ
い
さ
を
知
る
こ
と
が

　
で
き
ま
す
。

　
　
皆
さ
ん
に
魚
沼
の
川
の
き
れ
い
さ

　
と
自
然
の
豊
か
さ
を
体
験
し
て
い
た

　
だ
き
た
い
と
、
水
生
生
物
を
指
標
と

　
し
た
水
質
調
査
会
を
実
施
い
た
し
ま

　
す
。

　
　
夏
休
み
の
一
日
、
魚
沼
の
川
に
は

　
ど
ん
な
生
き
物
が
い
る
の
か
、
あ
な

　
た
も
調
べ
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
◆
日
　
時
　
7
月
2
9
日
㈲

　
　
午
前
9
時
～
午
後
1
時

　
◆
場
　
所
　
大
源
太
川

　
　
　
（
湯
沢
町
一
旭
原
橋
付
近
）

　
◆
集
合
場
所

　
　
湯
沢
町
役
場
前
（
午
前
9
時
）

　
◆
対
象
者

　
　
小
学
生
及
び
そ
の
父
兄
等

　
◆
申
込
締
切
　
7
月
1
9
日
㈹

　
◆
申
込
み
・
問
合
せ
先

　
　
六
日
町
健
康
福
祉
環
境
事
務
所
環

　
　
境
セ
ン
タ
i
環
境
課

　
　
E
O
2
5
7
1
7
2
1
8
1
5
4

　
※
昼
食
等
（
飲
み
物
）
は
各
自
持
参

　
　
し
て
く
だ
さ
い
。

　

．
査
会
の
趨
細
嚢
避

襯
麟
幽

．
　
川
に
は
、
魚
の
他
に
も
い
ろ
い
ろ

鰍
雛

耀繍鷹腐

2
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地
球
環
境
米
米
7
オ
ー
ラ
ム

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜
越
後
妻
有

　
5
月
1
1
日
、
1
2
日
の
2
日
間
、
地
球
環
境
米
米
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
開
催
さ
れ
、

66

力
国
の
う
ち
1
0
力
国
の
大
使
館
関
係
者
が
、
中
里
村
の
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

の
家
に
宿
泊
、
交
流
し
ま
し
た
。

　
n
日
の
対
面
式
等
の
一
通
り
全
体
の
式
典
の
あ
と
、
清
津
峡
を
訪
れ
、
そ
の

美
し
い
景
観
に
感
動
し
た
ら
し
く
、
記
念
写
真
を
撮
影
す
る
姿
が
多
く
見
ら
れ
、

こ
の
こ
ろ
に
な
る
と
最
初
は
ぎ
こ
ち
な
か
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
ス
ム

ー
ズ
に
行
わ
れ
て
い
て
、
笑
顔
や
笑
い
声
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
あ
と
総
合
セ
ン
タ
ー
で
、
田
沢
小
学
校
の
児
童
た
ち
と
交
流
し
、
小
学

生
に
よ
る
中
里
村
の
説
明
や
カ
ル
タ
取
り
な
ど
、
言
葉
の
国
境
を
越
え
て
楽
し

ん
で
い
る
よ
う
す
で
し
た
。

　
2
日
目
の
1
2
日
、
ミ
オ
ン
な
か
さ
と
前
の
水
田
で
、
田
植
え
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
が
行
わ
れ
、
泥
だ
ら
け
に
な
り
な
が
ら
も
一
生
懸
命
に
植
え
て
い
る
姿
、
足

を
と
ら
れ
て
し
り
も
ち
を
つ
い
て
し
ま
っ
た
子
ど
も
、
そ
れ
を
見
守
る
親
御
さ

ん
等
、
会
場
に
は
約
千
人
も
の
人
た
ち
が
集
ま
り
、
と
て
も
賑
や
か
な
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
と
な
り
ま
し
た
。

》
対
面
時
、
笑
顔
で
自
己
紹
介

〉
中
央
二
人
　
モ
ン
ゴ
ル
大
使

　
左
　
イ
ギ
リ
ス
大
使

〈⑱植つンテ巫織

　　　　　　　　　　　　鰯　　　　　　懸　　　獺騰
　　　　　　　　　　　　　㈱　　　聯

犠翻礁1　謬
▲スロバキア大使に質問！7

総
灘
騨

．
雛
、
難

難灘．

〉
田
沢
小
児
童
と
交
流

▲＿▼ベフルーシ大使

　　　　　　　　　　．．〆

▲タンザニア大使とカルタ取り

難馨

〉
も
ち
つ
き
体
験

〈
ス
リ
ラ
ン
カ
大
使

　
　
　
　
　
　
　
　
欝
鍵
雛

〉
清
津
峡
ト
ン
ネ
ル
を
視
察

》
秋
の
再
会
を
祈
り
、
カ
ン
パ
イ
〃
”
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翻5月からペツトポトル・自色トレイの分別収集が始まりました〕

第1回目の収集は皆さんのご協力で無事終わりました。

白色トレイについては、一部の集落を除き良好の状況でした．しかし、ペットボトルについては①水洗いをして

いない②キャップが付いていた③ラベルがはがれていない等の注意をいただいた箇所がありました。

量については、予想より少なかったです。ゴミとして出さないで、分別して出せば大切な資源となります。ちょ

　っとした心づかいでリサイクル品になります。分別をきちんといたしましょう。

田水洗化で快適な生活環境を〕
　管渠工事も進んで全体計画の75％が整備されました。供用開始された区域は、整備面積の98％、棟数で1，114棟と

　なりました。水洗化された棟数は667棟で水洗化率は、表のとおりです。

　下水道は、快適な生活環境の確保と公共用水域の水質保全として重要な事業です。水洗化が進み、村内の河川や

　水路の水質は、少しずつ改善されています。

　環境をより良くするため、下水道へのつなぎこみをいたしましょう。

◆水洗化の動向調査表　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　H14．3．31現在

芋　沢 田　沢 如来寺 桂 上　山 田　中 小　原 干　溝 荒　屋 山　崎 通り山 高道山 朴木沢
朴木沢新田 白羽毛 芋　川 倉　俣 宮　中 合　計

H
8
・
3
月

供用開始 76 38 47 15 20 196

水洗化 56 29 32 8 15 140

水洗化率 73．7％ 76．3％ 68．1％ 53．3％ 75．0％ 71．4％

H
8
・
6
月

供用開始 52 51 63 12 5 183

水洗化 38 35 51 9 4 137

水洗化率 73．1％ 68．6％ 81．0％ 75．0％ 80．0％ 74．9％

H
9
・
3
月

供用開始 30 6 17 1 10 1 65

水洗化 23 5 12 1 9 1 51

水洗化率 76．7％ 83．3％ 70．6％ 100．0％ 90．0％ 100．0％ 78．5％

H
⑩
・
3
月

供用開始 ／2

7 3 12 38 25 97

水洗化 6 6 2 11 28 22 75

水洗化率 50．0％ 85．7％ 66．7％ 91．7％ 73．7％ 88．0％ 77．3％

H
1
1
・
3
月

供用開始 18 85 28 29 3 2 17 1 183

水洗化 9 55 21 24 2 2 8 1 122

水洗化率 50．0％ 64．7％ 75．0％ 82．8％ 66．7％ 100．0％ 47．1％ 100．0％ 66．7％

H
1
2
・
3
月

供用開始 44 71 13 2 1 2 47 30 17 5 24 256

水洗化 11 27 3 2 1 2 20 15 9 3 13 106

水洗化率 25．0％ 38．0％ 23．1％ 100．0％ 100．0％ 100．0％ 42．6％ 50．0％ 52．9％ 60．O％ 54．2％ 41．4％

H
1
3
・
3
月

供用開始 1 1 4 1 2 2 3 37 3 9 63

水洗化 1 1 3 1 2 ／ 3 10 2 3 27

水洗化率 100．0％ 100．0％ 75．0％ 100．0％ 100．0％ 50．0％ 100．0％ 27．0％ 66．7％ 33．3％ 42．9％

H
哲
・
3
月

供用開始 1 1 5 2 48 14 71

水洗化 1 1 5 2 0 0 9
水洗化率 100．0％ 100．0％ 100．0％ 100．0％ 0．0％ 0．0％ 12．7％

ム
ロ
　
計

供用開始 44 91 99 28 153 101 58 96 110 90 56 30 17 5 24 37 51 24 1114

水洗化 11 38 59 21 114 76 41 67 88 68 28 15 9 3 13 10 2 4 667
水洗化率 25．0％ 41．8％ 59．6％ 75．0％ 74．5％ 75．2％ 70．7％ 69．8％ 80．0％ 75．6％ 50．0％ 50．0％ 52．9％ 60．0％ 54．2％ 27．0％ 3．9％ 16．7％ 59．9％

　
　
『
我
輩
は
猫
で
な
い
』

　
近
所
に
野
良
猫
が
い
る
。
ほ
ぼ
毎
日
、
決

ま
つ
た
時
刻
に
、
決
ま
っ
た
所
を
歩
い
て
い

る
。
歩
調
は
ゆ
っ
く
り
で
、
動
作
は
落
ち
着

い
て
い
る
。
縄
張
り
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
し
て

い
る
の
だ
そ
う
だ
。

　
4
月
2
9
日
集
落
一
斉
に
空
き
缶
拾
い
が
行

わ
れ
た
。
6
時
集
合
と
朝
早
か
っ
た
が
、
出

席
率
は
高
い
。
私
は
、
重
地
の
中
心
地
か
ら

釜
川
橋
ま
で
の
県
道
を
約
1
・
2
㎞
程
歩
い

た
。
環
境
を
守
る
運
動
が
盛
ん
に
な
り
、
今

ど
き
は
、
空
き
缶
を
捨
て
る
人
も
少
な
か
ろ

う
と
思
っ
て
い
た
が
、
さ
に
あ
ら
ず
。
以
外

や
以
外
、
コ
ー
ヒ
ー
や
ジ
ュ
ー
ス
の
空
き
缶

の
み
な
ら
ず
、
ビ
ー
ル
や
チ
ュ
ー
ハ
イ
の
缶

が
多
い
の
に
は
驚
い
た
。
こ
れ
ら
は
、
運
転

手
が
捨
て
た
物
で
あ
ろ
う
か
。

　
釜
川
橋
の
上
流
に
、
老
母
の
お
供
で
、
こ

ご
め
を
採
り
に
行
っ
た
。
県
外
車
が
何
台
か

止
ま
っ
て
い
た
。
コ
ー
ヒ
ー
の
空
き
缶
が
投

げ
て
あ
る
。
ジ
ュ
ー
ス
の
缶
が
あ
る
。
ビ
ー

ル
や
チ
ュ
ー
ハ
イ
の
缶
も
多
い
。
ビ
ニ
ー
ル

袋
も
捨
て
て
あ
る
。
た
め
息
が
出
た
。

　
雪
深
い
当
地
の
宝
は
、
自
然
の
美
し
さ
や

自
然
か
ら
の
恵
み
で
あ
る
。
そ
の
自
然
や
環

境
を
守
る
に
は
、
ど
の
よ
う
な
方
法
が
あ
る

の
か
。
集
落
を
あ
げ
て
の
空
き
缶
拾
い
は
大

い
に
有
効
だ
と
思
う
。
夏
休
み
に
行
う
子
供

た
ち
の
道
路
清
掃
も
大
切
な
こ
と
だ
。
老
人

会
の
行
っ
て
い
る
神
社
の
境
内
掃
除
も
あ
り

が
た
い
こ
と
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
そ
れ
で
も
な
お
、
一
部
の
心
な

い
人
た
ち
に
よ
っ
て
自
然
が
汚
さ
れ
る
よ
う

な
ら
、
猫
の
よ
う
に
パ
ト
ロ
ー
ル
が
必
要
な

の
で
あ
ろ
う
か
。
猫
の
真
似
な
ど
変
な
話
で

あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
隆
夫
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～天空散華・妻有に乱舞するチューリップ～

　　　御レ倖ノ、「花狂」

●大盛況〃大成功〃花びらが妻有の大地にふりそそぐ

　5月18日㈲、十日町市妻有大橋信濃川河川敷周辺で、前例のない野外ア

ートが行われました。

　当日はあいにくの雨天でしたが、チューリップの球根をプレゼントする

という「先制攻撃」で、来場者の笑顔を取り戻し、そして開始予定時刻の

午後1時頃。雲海の中から突如ヘリコプターが。間髪入れずに空中でホバ　籔霧　　

一リングするヘリコプターから、花びらが放たれると、大きな歓声。会場

となった河川敷の広場では、大人も子どもも舞い落ちる花びらを追いかけ

たり、地上に落ちた花びらを拾い集めていました。

イァ約150人（地元50人、こへび隊100人）でおこないました。　　．『嚢霧－難，・罐　灘・　麟

取雛霧鞠｝蒲繰激蕪璽罰耀羅羅
か嘩やか嚇れまし九　　　　…鐸擁纐騰繰

　6月には来年度開催される「第2回大地の芸術祭」に向けた具体的な準備活動が展開されていきます。

①芸術祭に新たなジャンルとして映像を組み入れ、公募形式のビデオフェスティバルを展開します。

②「第2回大地の芸術祭」を支援（道路・案内看板）することを目的とした県単事業が展開されます。

③圏域内6市町村の「どこに」「どんな」作品が制作されるのか、更に話し合いが進められていきます。

『
ふ
れ
あ
い
と
対
話
が
築
く
明
る
い
社
会
』

　
7
月
は
、
「
社
く
云
を
明
る
く
す
る
運
動
」
強
調
月
間
で
す
。

　
こ
の
運
動
は
、
す
べ
て
の
国
民
が
、
犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
罪
を
犯

し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お

い
て
カ
を
ム
ロ
わ
せ
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
社
会
を
築
こ
う
と
す

る
全
国
的
な
運
動
で
す
。

　
本
年
度
の
重
点
目
標
は
、
．
犯
罪
や
非
行
を
防
止
し
、
罪
を
犯
し
た
人

や
非
行
を
し
た
少
年
の
更
生
を
支
え
、
人
々
が
支
え
合
っ
て
生
き
て
い

く
明
る
い
地
域
づ
く
り
に
参
画
す
る
」
で
す
。

　
罪
を
犯
し
た
人
や
非
行
に
陥
っ
た
少
年
の
更
生
と
社
く
云
復
帰
に
つ
い

て
は
、
法
務
省
を
中
心
と
し
た
行
政
機
関
が
携
わ
っ
て
い
ま
す
が
、
こ

れ
ら
の
人
々
が
更
生
す
る
場
は
地
域
社
く
云
で
あ
り
、
そ
の
更
生
と
社
く
云

復
帰
に
は
、
本
人
の
強
い
意
思
と
と
も
に
、
地
域
社
会
等
の
理
解
と
協

力
が
不
可
欠
で
す
。

　
ま
た
、
家
庭
や
地
域
か
ら
犯
罪
や
非
行
を
出
さ
な
い
た
め
に
は
、
家

庭
に
お
け
る
親
子
や
地
域
住
民
同
士
の
ふ
れ
あ
い
や
対
話
が
大
切
で
す
。

◆
問
合
せ
先
　
新
潟
地
方
法
務
総
ム
ロ
庁
舎
新
潟
保
護
観
察
所

　
更
生
保
護
振
興
課
内
『
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
』

　
新
潟
県
実
施
委
員
く
云
事
務
局
　
E
O
2
5
1
2
2
2
1
／
5
3
／

平成14年6月10日広報なかさと5



．
齢
曝

、
麟
顛
懸
懲

．
灘

懸
灘
灘
誘
雛
．
薮
聯

　
春
の
叙
勲
受
章
者
が
4
月
2
9
日
に

政
府
か
ら
発
表
さ
れ
、
中
里
村
か
ら
、

中
里
村
土
地
改
良
区
理
事
長
の
南
雲

宗
司
さ
ん
（
程
島
）
が
受
章
さ
れ
ま

し
た
。

　
南
雲
さ
ん
は
、
昭
和
4
9
年
に
清
津

川
土
地
改
良
区
の
理
事
に
就
任
。
当

時
、
中
里
村
に
は
2
つ
の
土
地
改
良

区
が
存
在
し
た
が
、
堅
実
な
る
運
営

を
目
指
し
、
合
併
の
必
要
性
を
啓
蒙
、

中
里
村
土
地
改
良
区
誕
生
に
貢
献
、

63

年
に
理
事
長
に
就
任
し
、
現
在
3

期
目
。
村
議
会
で
は
50
年
に
初
当

選
し
、
間
を
置
い
て
合
計
4
期
努

め
ま
し
た
。

　
土
地
改
良
事
業
で
は
、
未
利
用

地
だ
っ
た
原
地
区
の
2
3
0
診
に

及
ぶ
開
墾
事
業
を
推
進
し
、
代
替

地
の
設
定
、
地
権
者
へ
の
説
得
に

努
力
し
、
県
営
総
合
開
拓
パ
イ
ロ

ッ
ト
事
業
を
完
了
さ
せ
ま
し
た
。

　
他
に
も
、
桔
梗
原
地
区
農
業
の
近

代
化
、
ほ
場
整
備
に
取
り
組
み
、
地

権
者
2
6
7
人
の
同
意
を
取
り
付
け
、

自
然
圧
の
用
水
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の
自

動
化
、
初
の
試
み
と
し
て
排
水
路
の

暗
渠
化
を
導
入
し
、
1
4
0
診
の
整

備
を
完
了
さ
せ
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
に
、
県
土
地
改
良
事
業

団
体
連
合
会
長
表
彰
、
全
国
連
合
会

長
表
彰
、
県
知
事
表
彰
な
ど
を
受
け

て
い
ま
す
。

　
5
月
2
4
日
團
、
ベ
ル
ナ
テ
ィ
オ
に

滞
在
し
て
い
た
サ
ッ
カ
ー
・
ワ
ー
ル

ド
カ
ッ
プ
に
出
場
す
る
ク
ロ
ア
チ
ア

の
選
手
た
ち
と
、
十
日
町
地
域
の
サ

ッ
カ
ー
少
年
た
ち
約
1
2
0
名
が
『
ク

ロ
ア
チ
ア
代
表
サ
ッ
カ
ー
ス
ク
ー
ル
』

で
交
流
・
練
習
し
ま
し
た
。

　
最
初
は
、
選
手
1
人
に
こ
ど
も
達

15

人
く
ら
い
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、

ボ
ー
ル
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
、
シ
ュ
ー
ト

練
習
等
そ
れ
ぞ
れ
練
習
し
、
最
後
は

ク
ロ
ア
チ
ア
選
手
（
約
1
5
名
）
対
サ

ッ
カ
ー
少
年
（
約
1
2
0
名
）
で
ゲ

ー
ム
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

サ
ッ
カ
ー
ス
ク
ー
ル
は
3
0
分
と
い
う

短
い
時
間
で
し
た
が
、
選
手
た
ち
と

少
年
た
ち
は
終
始
、
和
気
藷
々
と
笑

顔
が
こ
ぼ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
5
月
2
5
日
出
、
初
夏
を
感
じ
る
中

里
村
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、
「
第
1
7
回
春

季
少
年
野
球
大
会
兼
新
潟
県
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
軟
式
野
球
大
会
中
里
予
選

会
」
が
行
わ
れ
、
選
手
た
ち
や
ご
両

親
の
応
援
等
、
プ
レ
ー
に
一
喜
一
憂

す
る
声
が
響
き
わ
た
っ
て
い
ま
し
た
。

　
試
合
は
、
田
沢
ジ
ャ
ニ
ー
ス
、
貝

野
イ
ー
グ
ル
ス
、
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
の

3
チ
ー
ム
総
当
り
戦
で
行
わ
れ
、
野

球
少
年
た
ち
は
、
日
頃
の
練
習
の
成

果
を
発
揮
す
る
場
で
両
親
の
見
守
る

中
、
仲
間
や
両
親
の
応
援
に
応
え
よ

う
と
一
生
懸
命
に
白
球
を
追
い
か
け
、

走
っ
て
い
ま
し
た
。

　
試
合
が
終
わ
る
と
、
対
戦
相
手
と

健
闘
を
称
え
あ
い
握
手
し
、
応
援
し

て
く
れ
た
人
た
ち
の
前
に
整
列
し
、

「
応
援
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
」
と
声
を
揃
え
深
々
と
頭
を
下
げ
、

温
か
い
拍
手
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　
試
合
結
果
に
つ
い
て
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

◆
順
　
位

　
1
位
　
田
沢
ジ
ャ
ニ
ー
ズ

　
2
位
　
貝
野
イ
ー
グ
ル
ス

　
3
位
　
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス

◆
最
優
秀
選
手
賞

　
船
木
康
平
（
田
沢
ジ
ャ
ニ
ー
ズ
）

◆
優
秀
選
手
賞

　
羽
鳥
　
亮
（
貝
野
イ
ー
グ
ル
ス
）

　
渡
辺
和
広
（
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
）

▲クロアチア選手からボールをうばえ〃
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5
月
1
0
日
働
、
ユ
ー
モ
ー
ル
2
階

大
ホ
ー
ル
で
「
中
里
村
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
～
高
齢
者
交
通
安
全
セ
ミ
ナ

i
～
」
が
行
わ
れ
、
中
里
村
内
の
高

齢
者
約
2
5
0
名
が
集
ま
り
、
交
通

安
全
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　
そ
の
中
で
、
交
通
安
全
講
話
と
し

て
十
日
町
警
察
署
交
通
課
の
大
澤
課

長
が
「
①
原
付
バ
イ
ク
に
乗
る
と
き

は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ
る
②
車
・
バ

イ
ク
に
乗
っ
て
き
た
お
客
さ
ん
に
対

し
て
、
お
酒
を
出
さ
な
い
（
飲
ん
だ

ら
ハ
ン
ド
ル
を
に
ぎ
ら
な
い
）
③
道

路
を
横
断
す
る
と
き
は
、
「
右
・
左
・

右
」
と
確
認
す
る
」
こ
の
3
つ
の
こ

と
は
、
必
ず
守
っ
て
く
だ
さ
い
と
説

明
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て

手
品
師
・
相
馬
哲
さ
ん
に
よ
る
マ
ジ

ッ
ク
シ
ョ
ー
も
行
わ
れ
、
次
々
と
テ

ン
ポ
よ
く
繰
り
広
げ
ら
れ
る
不
思
議

な
現
象
に
、
温
か
い
拍
手
が
贈
ら
れ

て
い
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
集
ま
っ
た
皆
さ
ん
が
こ

れ
か
ら
も
元
気
で
、
そ
し
て
事
故
に

遭
わ
な
い
よ
う
、
中
里
村
安
全
協
会

　
5
月
7
日
㈹
、
ユ
ー
モ
ー
ル
2
階

大
ホ
ー
ル
で
「
中
里
村
建
設
業
協
会

・
春
一
番
交
通
安
全
大
会
」
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
中
里
村
建
設
業
協
会
で
は
、
毎
年

交
通
量
の
増
え
る
こ
の
時
期
に
交
通

安
全
大
会
を
開
催
し
て
お
り
、
本
年

は
、
交
通
安
全
防
止
対
策
の
重
点
目

標
で
あ
る
「
子
供
と
高
齢
者
の
交
通

事
故
防
止
」
「
飲
酒
運
転
等
悪
質
・
危

険
な
運
転
の
追
放
」
「
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

の
着
用
及
び
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の

正
し
い
使
用
の
徹
底
」
を
一
同
が
誓

う
と
い
う
目
的
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、
交
通
映
画
で
交
通
事

故
の
恐
ろ
し
さ
を
再
確
認
し
、
十
日

町
警
察
署
か
ら
の
講
話
を
熱
心
に
聞

い
て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
講
話
の
中
で
、
交
通
課
長
の

大
澤
さ
ん
は
、
「
道
路
交
通
法
・
同
法

施
行
令
が
一
部
改
正
、
6
月
1
日
か

ら
施
行
さ
れ
、
酒
気
帯
び
運
転
の
よ

う
な
悪
質
で
危
険
運
転
行
為
の
罰
則

が
強
化
さ
れ
る
」
と
説
明
し
、
運
転
マ

か
ら
反
射
材
、
中
里
村
建
設
業
協
会

か
ら
、
反
射
材
の
入
っ
て
い
る
キ
ー

ホ
ル
ダ
ー
、
中
里
村
か
ら
ピ
ッ
プ
エ

レ
キ
バ
ン
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

▲相馬哲さんのマジックショー

ナ
4
を
守
る
よ
う
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
協
会
員
全
員
で
「
交
通

安
全
五
則
」
を
読
み
上
げ
、
交
通
事

故
防
止
を
誓
い
ま
し
た
。

縫
＄
懸
鱗

豪
．

▲交通安全五則を宣誓

　
6
月
2
日
㈹
、
平
成
1
4
年
度
新
潟

県
青
年
大
会
中
魚
沼
郡
大
会
（
兼
第

50

回
新
潟
県
青
年
大
会
予
選
会
）
が

中
里
村
を
舞
台
に
行
わ
れ
、
村
民
体

育
館
で
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
と
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
、
村
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
野

球
の
白
熱
し
た
試
合
が
展
開
さ
れ
ま

し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、
各
種
目
で
優
勝
し

た
チ
ー
ム
が
県
青
年
大
会
の
出
場
権

を
得
る
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
各
チ

ー
ム
は
そ
れ
に
む
か
っ
て
忙
し
い
毎

日
の
合
間
を
縫
っ
て
練
習
し
て
き
ま

し
た
。

　
そ
の
中
で
、
中
里
野
球
チ
ー
ム
が

難

爆

．脳．

繋懇．

．
灘
灘
難

　
　
　
　
雛灘

灘鍵難
』・湘“甲『『－瓢、F鱗

雛
．

見
事
優
勝
し
、
西
蒲
原
郡
で
お
こ
な

わ
れ
る
県
大
会
に
駒
を
す
す
め
ま
し

た
。　
結
果
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で

す
。◆
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

・
第
1
試
合
　
津
南
71
－
5
9
川
西

・
第
2
試
合
　
中
里
9
6
－
71
川
西

・
第
3
試
合
　
津
南
9
7
1
8
0
中
里

◆
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

・
津
南
2
－
0
川
西

◆
野
　
球

・
第
1
試
合
　
津
南
2
i
2
川
西

・
第
2
試
合
　
中
里
1
－
1
津
南

・
第
3
試
合
　
中
里
6
－
2
川
西

平成／4年6月10日広報：なかさと7



簸
謡
驚
雄
離
羅
を
行
い
ま
も

　
市
町
村
合
併
の
必
要
性
に
つ
い
て

は
次
の
こ
と
が
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

一
つ
に
は
、
国
が
地
方
に
配
分
す
る

地
方
交
付
税
特
別
会
計
が
、
収
入
に

比
べ
支
出
が
多
く
な
り
、
自
治
体
へ

の
配
分
が
困
難
に
な
っ
て
き
た
と
い

う
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
す
な
わ
ち
、

市
町
村
数
を
減
ら
し
、
交
付
額
を
抑

え
込
も
う
と
い
う
意
図
が
あ
り
ま
す
。

陸塾附の必暮牲についτ】
／．少馨高齢化社会が到来しつつあるため、今後ますます税収入が減り、

　国、地方とも人件費をはじめとした行政経費を減らす必要がある。

2．社会が進歩し、住民の生活圏が拡大してきたため、それに合わせ．

　広域的な観点から地域づくりをする必要がでてきた。

3．住民の行政に対する要望が道路整備、水道整備などの地域密着型事

　業から文化体育施設、温泉施設など大型、広域的事業に移りつつあ

　る。

【餐備のメリットについて】
1．行政にとって

・国保財政の運用に余裕が出る。

・行政の効率化が図られる。

・大きな事業や長期的な事業がやりやすくなる・　　　　　よ　の　ジ

・特例債で活気がでる。　　　　　　　　　　　　　　　　り　よ　ト

・国県の大きな事業が導入しやすくなる．　　　　　　　も　う　σ

・事務権限が増し、思い切った地域づくりができる．　デな画
2．住民にとって　　　　　　　　　　　　　　　　　　　メ　山宙

・いろいろ廷保育所が選憶　　　．耀裟
・住民票発行等の窓ロは便利になる・　　　　　トでり
・住民間の交流活発になり、人間関係が良くなる。　　　の　は　ま

・制度・補助等の選択肢が増える．　　　　方’づ
・いろいろな施設の利用が可能となる。’　　　　　　　がメ

　　　　　　　　　　　　　　　大リ利【台繕の’デメリットについて】　　　　　きッ犬
1．行政にとって　　　　　　　　　　　　　　　　　　　い　ト　ち

・合併しても財政はよくならない。

・綿密な相談などができなくなり、業務に支障をき　　　　　◆ぐ

　たす・　　　　　　　　　鍔EF・きめ細かいサービスができなくなる。　　　　　　　　　犀メ　ハ
．住民との係わりが疎遠になる。　　　　　　　　　　　　窃　1　〉く

2・住民にとつ；、　　　　　きル61
：串鷹駿暮毅灘評し㌔　　鼠1
・地方の施設がリストラされてしまう。　　　　　　　　　■　　0
・小集落や遠い集落の切捨て、衰退になる。　　　　　　　富　　　4

・政治無関心層が多くなる。　　　　　　　　　　　　　　　β　　　4

・地域での伝統文化が失われる。　　　　　　　　　　　　g

・周辺部の商店、建設業が衰退する。　　　　　　　　　　負●

　
そ
の
こ
と
に
加
え
、
市
町
村
に
お

い
て
も
、
少
子
高
齢
化
、
住
民
の
生

活
圏
の
拡
大
な
ど
社
会
環
境
が
変
化

し
て
き
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
の
こ
と
を
ま
と
め
る
と
次
表

の
よ
う
に
な
り
ま
す
。
（
表
「
合
併
の

必
要
性
に
つ
い
て
」
）

　
必
要
性
が
あ
っ
た
と
し
て
も
直
ち

に
合
併
と
い
う
こ
と
に
は
な
り
ま
せ

ん
。
合
併
に
は
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ

ッ
ト
の
両
面
が
あ
り
ま
す
。
私
た
ち

の
よ
う
な
山
間
地
で
は
、
メ
リ
ッ
ト

よ
り
も
デ
メ
リ
ッ
ト
の
方
が
大
き
い

の
で
は
な
い
か
、
慎
重
に
検
討
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
4
月
か
ら
市
町

村
合
併
に
関
し
て
村
内
の
地
区
振
興

会
を
始
め
、
各
種
団
体
の
み
な
さ
ん

の
意
見
を
聴
い
て
ま
い
り
ま
し
た
。

職
員
か
ら
の
レ
ポ
ー
ト
も
合
わ
せ
、

主
に
出
た
ご
意
見
を
集
約
す
る
と
、

だ
い
た
い
表
の
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

（
表
「
合
併
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ

ッ
ト
に
つ
い
て
」
）

　
今
後
は
、
こ
れ
ら
の
意
見
を
も
と

に
「
地
域
づ
く
り
を
ど
う
す
る
か
」

ま
で
論
議
を
深
め
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
ご
意
見
を
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
E
メ

ー
ル
等
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

◆
F
A
X
　
6

3
1
2
0
4
4

◆
E
メ
ー
ル

　
5
爵
o
ω
象
o
◎
言
巴
一
●
ロ
窪
o
●
o
こ
b

　
村
で
は
、
6
5
歳
以
上
の
高
齢
者
の

皆
さ
ん
を
対
象
に
『
中
里
村
高
齢
者

健
康
調
査
』
を
実
施
し
ま
す
。
こ
の

一

調
査
は
、
皆
さ
ん
の
健
康
状
態
・
生

活
状
況
や
意
見
等
を
平
成
1
4
年
度
見

直
し
予
定
で
あ
る
『
中
里
村
保
健
医

療
福
祉
計
画
』
に
反
映
さ
せ
る
た
め

の
調
査
で
す
。
一
調
査
ロ
貝
が
お
宅
に
訪

問
し
て
聞
き
取
り
を
行
な
い
ま
す
の

で
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

◆
調
査
対
象
者

　
村
内
に
住
所
を
有
す
る
6
5
歳
以
上

　
全
員
（
平
成
14
年
4
月
1
日
現
在
）

◆
調
査
期
間

　
平
成
属
年
6
月
中
旬
～
下
旬

◆
問
合
せ
先

　
役
場
民
生
課
保
健
衛
生
係

　
盈
6
3
1
3
1
1
1

　
灘
プ
回
新
潟
県
環
境
賞
応
募
要
領

◆
表
彰
の
対
象
と
な
る
取
組
（
活
動
）

　
・
共
生
に
関
す
る
活
動
・
循
環
に

　
関
す
る
活
動
・
参
加
に
関
す
る
活

　
動
・
地
球
環
境
保
全
に
関
す
る
活

　
動
・
環
境
美
化
に
関
す
る
活
動

◆
応
募
資
格

①
県
内
に
居
住
又
は
勤
務
す
る
方

②
県
内
に
事
務
所
を
有
す
る
か
又
は

　
県
内
を
活
動
範
囲
と
す
る
法
人

③
そ
の
他
県
内
を
活
動
範
囲
と
す

　
る
団
体

◆
応
募
方
法

　
所
定
の
応
募
用
紙
（
中
里
村
役
場

　
環
境
課
に
あ
り
ま
す
）
に
必
要
事

　
項
を
一
記
入
の
上
、
下
記
応
募
先
あ

　
て
郵
送
願
い
ま
す
。

◆
応
募
締
切
　
7
月
4
日
㈲

◆
表
　
彰

①
「
学
校
等
（
幼
稚
園
・
保
育
園
、

　
小
・
中
学
校
及
び
高
等
学
校
）
の

　
部
」
と
』
般
の
部
」
と
に
分
け

　
て
審
査
さ
れ
、
受
賞
決
定
者
に
は
、

　
賞
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
す
。

②
表
彰
式
は
、
9
月
2
8
日
ω
の
新
潟

　
県
環
境
N
G
O
大
会
に
お
い
て
行

　
わ
れ
る
予
定
で
す
。
受
賞
予
定
者

　
に
は
、
事
務
所
か
ら
追
っ
て
連
絡

　
い
た
し
ま
す
。

◆
応
募
先
・
問
合
せ
先

　
〒
9
5
0
1
8
5
7
0
　
新
潟
市

　
新
光
町
4
番
地
1

　
「
新
潟
県
環
境
会
議
」
事
務
局

　
盈
0
2
5
－
2
8
5
1
5
5
1
1

8



闘闘圏圏

新
漏
鑛
雛
繊
・
わ
ざ
・
も

の
づ
纏
難
藁
緩
類
助
金

を
募
集
奮
馴
縦
騨
纏
誉
す

　
平
成
1
4
年
度
の
ゆ
め
わ
ざ
も
の
づ

く
り
支
援
補
助
金
の
二
次
募
集
を
次

の
と
お
り
行
い
ま
す
。

◆
募
集
内
容

・
ゆ
め
づ
く
り
支
援
補
助
金

　
事
業
シ
ー
ズ
を
あ
ら
た
な
事
業
展

　
開
に
結
び
つ
け
る
た
め
の
準
備
段

　
階
（
企
画
・
調
査
・
立
案
及
び
事

，
業
可
能
性
調
査
）
に
要
す
る
経
費

　
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

◆
補
助
金
額
　
5
0
～
1
0
0
万

・
わ
ざ
づ
く
り
支
援
補
助
金

　
従
来
に
な
い
新
し
い
技
術
の
研
究

　
開
発
な
ど
に
要
す
る
経
費
の
一
部

　
を
補
助
し
ま
す
。

◆
補
助
金
額
　
1
0
0
～
5
0
0
万

・
も
の
づ
く
り
支
援
補
助
金

　
独
自
の
技
術
や
ア
イ
デ
ア
な
ど
今

　
ま
で
に
な
い
画
期
的
商
品
を
開
発

I
H
難
謎
驚
響
グ
ヒ
ー

タ
ー
体
縢
灘
鑛
徽
窒

◆
日
　
時
　
6
月
2
7
日
㈲

　
午
後
6
時
～
8
時

◆
内
　
容

　
・
ラ
イ
ス
コ
ロ
ッ
ケ
・
豚
肉
の
ア

　
ン
チ
ョ
ビ
チ
ー
ズ
ソ
テ
ー
・
イ
ワ

　
シ
の
ト
マ
ト
煮
・
ア
イ
ス
ク
リ
ー

　
し
、
新
規
市
場
の
創
出
や
新
た
な

　
事
業
展
開
を
図
る
場
合
の
商
品
開

　
発
（
試
作
）
に
関
す
る
経
費
の
『
部

　
を
補
助
し
ま
す
。

◆
補
助
金
額
　
1
0
0
～
3
0
0
万

◆
対
象
者

　
中
小
企
業
基
本
法
第
2
条
に
規
定

　
す
る
中
小
企
業
者
又
は
法
人
格
を

　
有
す
る
中
小
企
業
の
団
体

◆
補
助
対
象
期
間

　
交
付
決
定
の
日
か
ら
平
成
1
5
年
3

　
月
31
日
ま
で

◆
募
集
締
切
　
6
月
2
8
日
囲
必
着

◆
そ
の
他

　
申
請
者
に
は
、
7
月
中
旬
に
予
定

　
さ
れ
て
い
る
審
査
会
（
新
潟
市
・

　
長
岡
市
予
定
）
に
お
い
て
、
事
業

　
内
容
を
説
明
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
（
申
請
者
に
は
、
別
途
通
知
し
ま
す
）

◆
問
合
せ
先

　
新
潟
県
産
業
労
働
部
産
業
振
興
課

　
盈
0
2
5
1
2
8
5
1
5
5
1
1

　
ム
の
バ
ル
サ
ミ
コ
か
け

◆
場
　
所

　
東
北
電
力
㈱
十
日
町
営
業
所

◆
募
集
定
員
　
1
8
名

◆
参
加
費
　
5
0
0
円

◆
申
込
締
切
　
6
月
2
1
日
樹

◆
問
合
わ
せ
・
申
込
み
先

　
東
北
電
力
㈱
十
日
町
営
業
所

　
B
5
2
1
3
1
0
7

第
灘
回
信
濃
川
水
な
じ
域
§
響

懸
蟹
鱒
信
濃
川
今
昔
物
語
』
演
劇

の
出
演
者
、
ス
タ
ッ
フ
募
集
4
蚕

　
発
電
翻
暴
の
還
取
水
儀
よ
鰻
極
端

懸
滅
暴
琶
撫
鰻
瀕
死
の
覆
河
漂
継
姥

馨
難
癒
濃
辮
囎
流
域
儀
翁
雛
額
身
…

難
麟
翻
然
懇
灘
難
繕
濃
翔
の
霧
盤
巻

願
麟
．
簾
幾
懸
癒
政
都
一
体
遷
糠
鰻

様
難
嶽
叢
策
騰
翁
麟
懇
護
薦
諜
凝
摸

繋
．
繋
癒
機
認
参
鰻
諜
麟
難
。

　
鞭
戯
纏
蕪
の
僑
濃
翔
灘
灘
謙
灘
鐵

嚢
鷺
難
譲
鰻
．
羅
成
翻
蕪
幾
懸
醗
麟

幾
繍
巻
権
濃
鋤
螺
麟
馨
響
蕪
饗
欝
還

麟
驚
．
護
講
蒙
凝
奮
圃
の
鎌
勤
講
鎌

螺
嚢
撚
闘
催
港
灘
．
雛
難
ぽ
．
取
悲

量
⑳
黙
部
響
巻
欝
都
圏
の
幽
票
線
巻

　
尊
い
命
を
救
う
た
め
に
、
消
防
署

で
は
普
通
救
命
講
習
会
を
開
催
い
た

し
ま
す
。

　
内
容
は
「
人
口
呼
吸
」
「
心
臓
マ
ッ

サ
ー
ジ
」
な
ど
の
技
術
が
中
心
で
、

受
講
者
の
皆
さ
ん
に
は
講
習
終
了
後
、

普
通
救
命
講
習
終
了
証
を
交
付
い
た

し
ま
す
6

　
多
数
の
皆
様
か
ら
の
参
加
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

◆
会
場
・
期
日

・
川
西
町
（
総
合
セ
ン
タ
ー
）

ぽ
麟
め
電
箪
の
運
行
に
利
用
さ
れ
る

蕊
還
縫
蓼
撚
憲
．
首
都
圏
の
電
力
受

益
巻
纈
氷
環
境
改
善
団
体
に
、
当
地

載
盤
鏡
が
置
が
れ
て
い
る
現
状
や
問

題
徽
の
理
解
を
深
め
て
儲
た
だ
く
こ

・
謎
蓬
圏
的
燵
、
菓
東
都
の
豊
島
公
会

嚢
驚
灘
繕
濃
州
水
愈
じ
サ
蕪
ッ
ト
2

◎
⑧
難
蟻
叢
開
催
憐
難
じ
ま
じ
た
。

　
灘
類
幾
ぽ
．
こ
れ
ま
欝
の
活
動
緯

闘
題
の
経
緯
．
繕
濃
翔
の
現
状
等
に

翁
麟
懇
．
幡
鐵
騨
住
民
屠
が
ら
関
継

巻
欝
蓼
難
齢
薙
羅
《
護
澄
を
園
的
に

演
劇
縫
謙
ゐ
開
催
叢
藩
定
琶
驚
お
鰻

叢
騰
。

　
聯
園
の
開
催
の
趣
鷲
叢
ぎ
理
解
齢

難
建
懸
．
演
薦
儀
参
加
じ
誕
鱒
だ
だ

麟
懸
畿
灘
者
撰
び
ス
饗
嬰
フ
を
募
集

　
6
月
2
3
日
㈲

・
十
日
町
市
（
消
防
本
部
）

　
6
月
3
0
日
㈲
、
7
月
7
日
㈲

・
津
南
町
（
南
分
署
）

　
7
月
1
4
日
㈲

◆
実
施
時
間
　
午
前
9
時
～
1
2
時

◆
各
会
場
定
員
　
3
0
名
（
先
着
順
）

◆
受
講
料
　
無
　
料

◆
受
付
方
法

　
講
習
の
ー
ヶ
月
前
か
ら
、
前
日
ま

　
で
電
話
で
受
付

◆
問
合
わ
せ
・
申
込
み
先

　
十
日
町
地
域
消
防
本
部

　
盈
5
7
1
0
1
1
9

い
た
し
ま
す
。
な
お
、
出
演
者
及
び

ス
タ
ツ
フ
に
つ
い
て
は
ボ
ラ
ン
テ
羅

ア
と
し
て
参
加
い
た
だ
け
る
方
と
な

璽
ま
ず
。

・
開
催
時
期
は
掬
月
中
旬
を
景
定

・
演
劇
の
経
験
の
有
無
は
特
緯
闇
儲

　
ま
せ
ん

・
練
習
は
7
月
よ
鰻
燃
詳
細
に
つ
齢

　
て
ぱ
応
募
さ
れ
た
方
に
別
途
蓮
絡

　
し
ま
ず
。
）

◆
串
込
締
切
　
6
月
盤
日
㈱

◆
串
込
み
・
悶
禽
せ
先

　
信
濃
州
水
な
し
サ
藁
ッ
欝
雲
癒
委

　
藁
会
事
務
局

　
十
臼
町
叢
役
所
建
設
課
克
雪
剰
雪

　
財
策
室
蒐
雪
係

　
盈
解
ー
3
謡
遡
鑓

人
権
網
談
擁
開
設

　
　
　
　
　
薦
無
麟
・
秘
欝
厳
守
）

　
離
婚
、
相
続
、
土
地
、
金
銭
上
の

問
題
。
そ
の
他
近
隣
の
い
や
が
ら
せ
、

名
誉
・
信
用
の
侵
害
、
児
童
・
生
徒

の
い
じ
め
等
で
お
困
り
の
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
ら
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
日
　
時
　
6
月
2
6
日
困

　
午
前
1
0
時
～
午
後
3
時

◆
場
　
所

　
中
里
村
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

◆
相
談
担
当
者

　
齋
喜
正
甫
（
倉
俣
）

　
齋
藤
馨
爾
（
本
屋
敷
）

平成／4年6月10日広報なかさと9



圏闘圏圏

丸山知星ちゃん（・歳）⑳
剛三・由美子さん夫妻の長女（本屋敷）

　／歳上のお兄ちゃんが大好きな知

星ちゃん。お兄ちゃんの後にくっつ

いて、同じことをして遊んでいます。

　家の中より外で遊ぶのが大好き。

天気のいい日は2時間位の散歩￥そ

してお兄ちゃんと砂遊びしたりと、

／歳にしては随分と日に焼けていて、

活発で元気な子です。

　お母さんはそんな知星ちゃんに「ず

っと健康で、活発な子でいてね。」と

話していました。

魚
沼
地
域
職
業
訓
練
セ
ン

タ
ー
か
ら
の
お
知
驚
せ

糞
垂
掛
技
能
講
習
の
お
難
蟻
懸

◆
期
　
日
　
7
月
9
日
ω
り
～
1
2
日
㈹

◆
内
　
容

　
学
科
、
実
技
、
試
験

　
労
働
安
全
衛
生
法
資
格
付
与
技
能

　
講
習

◆
受
講
料
　
1
6
、
8
0
0
円

　
　
　
　
　
（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

◆
受
講
資
格

　
満
1
8
歳
以
上
で
、
玉
掛
業
務
の
経

初
夏
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク

ツ
ア
ー

～
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
　
約
1
6
㎞
～

◆
期
　
日
　
6
月
2
3
日
㈲

　
　
　
　
　
午
前
8
時
集
合
・
出
発

◆
集
合
場
所
　
中
里
村
西
田
尻

　
「
清
津
峡
ホ
テ
ル
　
せ
と
ぐ
ち
」

　
験
が
6
ヶ
月
以
上
あ
る
方

◆
受
付
締
切
　
6
月
2
5
日
ω
り

辮
鐵
製
麹
灘
薗
業
習
麹
ー
雛
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
璽
灘
鋼
麟
懸

　
魚
沼
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
で

は
C
D
i
R
O
M
を
使
っ
て
パ
ソ
コ

ン
ソ
フ
ト
の
使
用
法
を
習
得
す
る
パ

ソ
コ
ン
自
学
習
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し

て
お
り
ま
す
。

◆
利
用
時
間
　
午
前
9
時
～
午
後
5

　
時
（
※
日
曜
・
祝
日
を
除
く
）

◆
問
合
せ
先
　
魚
沼
地
域
職
業
訓
練

　
セ
ン
タ
ー
　
盈
7
2
1
4
5
5
4

◆
参
加
費
　
大
人
　
1
、
O
O
O
円

　
子
供
5
0
0
円
（
保
険
料
・
入
浴

　
料
等
）

◆
持
ち
物
　
昼
食
・
雨
具

◆
申
込
締
切
　
6
月
2
0
日
㈲

◆
問
合
わ
せ
・
申
込
み
先

　
中
里
村
観
光
協
会

　
E
O
2
5
7
6
3
－
3
1
6
8

専
悶
蒙
繕
幽
藩

ア
ド
、
《
嫌
講
，
の
鐵
案
内

　
飼
新
潟
県
中
小
企
業
振
興
公
社
で

は
、
新
事
業
展
開
や
経
営
革
新
な
ど

に
意
欲
あ
る
中
小
企
業
の
方
や
、
創

業
を
図
る
起
業
家
の
み
な
さ
ん
に
、

経
営
・
技
術
・
情
報
等
の
専
門
家
を

継
続
的
に
派
遣
し
、
適
切
な
ア
ド
バ

イ
ス
を
行
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

◆
申
請
万
法
　
随
時
受
付
け
て
い
ま

　
す
の
で
、
所
定
の
申
請
用
紙
に
必

　
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
当
公
社

　
起
業
支
援
課
ま
で
提
出
し
て
く
だ

　
さ
い
。
な
お
、
申
請
内
容
に
よ
っ

　
て
は
ご
希
望
に
添
え
な
い
場
合
も

　
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
お
問
合

　
わ
せ
の
う
え
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
問
合
せ
先

　
財
新
潟
県
中
小
企
業
振
興
公
社

　
盈
0
2
5
1
2
8
5
－
O
O
2
5

　
中
里
村
職
員
採
用
初
級
試
験
を
次
に
よ
り
行
い
ま
す
。

◆
試
験
区
分
　
初
級
試
験
　
　
◆
職
　
種
　
一
般
事
務

◆
受
験
資
格

　
昭
和
邸
年
4
月
2
日
か
ら
昭
和
6
0
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
脚
た
者

（
た
だ
し
、
平
成
斑
年
度
の
上
級
試
験
の
串
込
み
を
さ
れ
た
者
は
除
き
ま
す
。
）

◆
欄
次
試
験
の
日
時
　
平
成
U
年
9
月
羽
日
㈹
　
午
前
9
時
受
付
開
始

◆
嗣
次
試
験
の
場
所
　
長
岡
市
立
南
中
学
校
（
長
岡
市
南
町
2
）

◆
受
験
手
続

①
受
験
申
込
書
の
請
求
先
と
問
合
せ
先

　
中
里
村
役
場
総
務
課
人
事
係
　
〒
9
4
9
－
8
4
9
2
　
新
潟
県
中
魚
溜
榔

　
中
里
村
大
字
田
沢
己
2
1
3
3
番
地
　
獄
0
2
5
7
f
6
3
i
呂
1
鑑
蓬
《
内

　
線
2
1
0
y

②
受
付
期
間
及
び
受
付
時
間

・
平
成
U
年
6
月
2
5
日
～
平
成
蟄
年
7
月
3
0
日
㈹

・
郵
送
の
場
合
は
7
月
3
0
日
の
消
印
の
あ
る
も
の
ま
で
は
有
効
で
す
。

・
午
前
8
時
3
0
分
～
午
後
5
時
ま
で
（
土
・
日
曜
は
除
く
）
受
付
け
叢
繊
。

◆
そ
の
他

・
申
込
用
紙
を
郵
送
で
請
求
す
る
場
合
は
、
封
筒
の
表
に
『
初
級
試
験
類
麹
級

　
事
務
請
求
』
と
朱
書
し
、
1
2
0
円
分
の
切
手
を
同
封
し
て
く
だ
さ
恥
。

・
串
込
書
を
郵
送
で
提
出
す
る
場
合
は
、
封
筒
の
表
に
『
初
級
試
験
驚
初
級
馨

　
務
受
験
」
』
と
朱
書
し
、
書
留
郵
便
等
確
実
な
方
法
で
提
出
し
て
く
瀧
愚
鱒
。

・
受
験
票
は
8
月
茄
日
頃
ま
で
に
郵
送
す
る
の
で
、
試
験
当
日
必
ず
持
参
す
る

　
こ
と
。

第
80
回
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ホ
ッ
ケ
ー
公
認
・

上
級
指
導
員
（
審
判
員
）
資
格
認
定
講
習
会
の
ご
案
内

◆
主
　
催

◆
主
　
管

◆
期
　
間

◆
会
　
場

◆
受
講
料

◆
問
合
せ
先

日
本
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ホ
ッ
ケ
ー
協
会

新
潟
県
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ホ
ッ
ケ
ー
協
会

6
月
2
2
日
ω
、
2
3
日
㈲

中
里
村
総
合
セ
ン
タ
ー
及
び
村
民
体
育
館

3
、
5
0
0
円
　
上
級
一
5
、
0
0
0
円

　
中
里
村
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
社
会
体
育
係

　
盈
6
3
1
4
4
7
8
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赤
士
票
救
．
急
綾
救
急
員

養
成
講
習
嚢

　
こ
の
講
習
会
の
全
日
程
に
参
加
し

検
定
に
合
格
す
る
と
、
赤
十
字
救
急

員
適
任
証
（
3
年
間
有
効
）
が
交
付

、
さ
れ
ま
す
。

◆
目
　
時

・
6
月
2
2
、
2
3
、
2
9
、
3
0
日
（
4
日
間
）

　
午
前
9
時
3
0
分
～
午
後
5
時
3
0
分

◆
会
　
場
　
十
日
町
勤
労
者
総
合
福

　
祉
セ
ン
タ
i
『
ザ
ン
ク
ロ
ス
』

教
科
蕾
縫
示
饗
の

　
　
　
　
　
　
　
灘
案
内

◆
会
　
場

　
十
日
町
教
科
書
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
（
十
日
町
情
報
館
内
）

◆
期
　
間

　
6
月
2
1
日
囲
～
7
月
7
日
㈲

◆
講
習
内
容

　
救
急
法
概
論
、
蘇
生
法
、
包
帯
法
、

止
血
法
、
運
搬
法
等
の
理
論
と
実
技

◆
参
加
資
格

　
満
1
5
歳
以
上
の
方
で
、
講
習
の
全

日
程
（
4
日
間
）
に
参
加
で
き
る
方

◆
定
　
員
　
3
0
名

◆
受
講
料
　
3
、
O
O
O
円

◆
申
込
締
切
　
6
月
1
7
日
㈲

◆
申
込
み
・
問
合
せ
先

　
日
本
赤
十
字
社
十
日
町
市
地
区

　
E
5
0
－
5
0
1
0

※
月
曜
日
は
休
館
、
月
末
休
館
6
月

　
2
8
日
㈹

◆
時
　
間

　
平
日
一
午
前
9
時
3
0
分
～
午
後
8
時

　
土
日
一
午
前
9
時
3
0
分
～
午
後
5
時

◆
展
示
品

　
平
成
1
5
年
度
使
用
小
・
中
学
校
、

　
高
等
学
校
教
科
書

講
演
会
類
美
麟
騨
地
球
を

こ
ど
も
鍵
嚢
繕
髭

　
身
近
な
ゴ
ミ
問
題
か
ら
地
球
規
模

の
環
境
問
題
ま
で
、
そ
し
て
、
そ
の

根
本
原
因
で
あ
る
私
達
の
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
や
生
き
方
の
価
値
観
・
し
あ

わ
せ
観
に
つ
い
て
、
静
か
な
感
動
を

呼
ぶ
講
演
会
で
す
。

◆
テ
ー
マ

　
「
美
し
い
地
球
を
こ
ど
も
た
ち
に
」

　
　
　
　
　
　
講
　
師
　
渡
辺
裕
文

◆
目
時
7
月
1
3
日
出
一

　
午
後
1
時
3
0
分
～
4
時

◆
チ
ケ
ッ
ト
　
前
売
り
一
千
円

　
当
日
一
千
二
百
円

◆
チ
ケ
ッ
ト
扱
い
所

　
十
日
町
市
内
フ
一
フ
ン
ク
理
容
室

　
B
5

7
1
8
8
9
1

◆
問
合
わ
せ
　
と
お
か
ま
ち
「
地
球

　
村
」
滝
沢
博
幸
E
6
8
1
2
8
1
6

元
マ
・
フ
ソ
ン
ラ
ン
ナ
ー
増
田
明
美
氏
を
迎
え
て

　
平
成
1
4
年
度
第
1
回
目
の
ト
キ
メ
キ
大
学
が
、
来
る
6
月
2
5
日
、
ユ
ー
モ
ー

ル
の
大
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
今
回
は
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
と
ユ
ー

モ
ー
ル
、
青
少
年
育
成
村
民
会
議
、
中
里
中
学
校
文
化
教
養
部
の
共
催
で
実
施

さ
れ
ま
す
。

　
講
師
に
は
、
元
マ
ラ
ソ
ン
ラ
ン
ナ
ー
で
、
数
々
の
女
子
マ
ラ
ソ
ン
で
活
躍
さ

れ
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
も
出
場
し
た
増
田
明
美
さ
ん
を
講
師
に

迎
え
、
『
私
を
育
て
鍛
え
て
く
れ
た
も
の
』
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
約
1
時
間
30
分

講
演
を
し
て
戴
き
ま
す
。
ど
な
た
で
も
お
気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
日
　
時

6
月
2
5
日
㈹

　
午
後
6
時
30
分
よ
り

◆
会
　
場
ユ
ー
モ
ー
ル
2
階

大
ホ
ー
ル

入
場
料
無
料

熱｛小林聾｝干溝

みなと｛樋・友徹美｝白羽毛

美期鈴木次簑子｝重地

戦｛藤木畢恵季｝上山

重
．
編野籍塁｝上山

田　沢
通り山

㎜
沢
芋
田

樹
鈴
　
十
秀
三
島
部
大
服
｛

俣
　
俣

倉
倉

①
　
①

σ
　
⑯
作
基
林
弘
野
木
高
鈴

慧

藩

圏闘圏圏

各蔀｛関・由暑里｝上山

｛村山宏一
板場和美

讐

※掲載を希望しない方は届け出の際に

　申し出てください。

今月の納税と振替日

田村県民税　（7月1日）

■国保税（7月1日）
■介護保険料　　（7月1日）

■保　　育　　料　　（7月1日）

■上下水道　（6月25日）

難通鎌裁の纏報
懸霧i隣鞍簿纒罵蕪黙謙鐡

一11件
　　1人

一13人

135日

●交通事故件数

●死　　　　者

●傷　　　　者

●死亡事故ゼロ

平成44年6月／0日広報なかさと11
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／6月15日～7月5日＼

カレン．ダー
翼難

15（土）

ドーム中里き☆ら○ら定期投影　合ユーモ
ー辺レ　　（D11二〇〇～11：40

17（月）

18（火） 遊びの教室　合総合センター
∈）9：30～10二〇〇

19㈱
墓本健康診査・胸部検診　合9：00～10：30、
13二〇〇～14：30受付

補聴器相談（リオン）　合役場
013二45～14二〇〇

20（木） 基本健康診査・胸部検診　合9：00～10：30、
13：00～14二30受付

21（金）

基本健康診査・胸部検診　合9：00～10：30、
13：00～14：30受付

心配ごと相談（樋ロ虎治郎）合ディサービ
スセンター　013：30～16：00

22（土） ユニバーサルホッケー講習会

ドーム中里き☆らoら定期投影　合ユーモ
ー辺レ　　（⊃11：00～11二40

ランドマークツアー　合清津峡ホテルせと
ぐち　08：00～

24（月） 補聴器相談（キコエ）　合役場
（∋15：30～16：00

25（火）
子宮がん検診・乳がん検診　合上村病院
（li）13二30～14：30

増田明美講演会　合ユーモール　（D18：30～

26㈱
母親学級　合保健センター
（D9：30～9：45受付

人権相談　合デイサービスセンター
010：00～

27（木）

麻しん　合保健センター
（D14：00～14：30受付

肺がん検診　合役場住民ホール
（…）9：00～11：00受イ寸

28（金》

子宮がん検診・乳がん検診　合たかき医院
（！）14：00～16二30

心配ごと相談（南雲勝男）合ディサービス
セ！ンター　013二30～16：00

行政相談　合老人福祉センター
（D13：30～16：00

29（土） 星空とホタル観察会　合清津峡ホテルせと
ぐち　019：30～

1（月）

2（火） 子宮がん検診・乳がん検診　合上村病院
（D13：30～14：30

3ωO
乳幼児身体測定・健康相談合保健センター
09二30～11：00
補聴器相談（リオン）　合役場
013：45～14：00

4（木） 子宮がん検診・乳がん検診　合たかき医院
（！）14：00～16：30

5囲
子宮がん検診・乳がん検診　合たかき医院
（D14二〇〇～16：30

心配ごと相談（村山篤稔）合ディサービス
センター　（D13：30～16：00
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5月末現在（）は前月比

男3，201人（一9）

女3，221人（一1）
計6，422人（一10）

　　1，698　（一3）

●人　ロ

●世帯数

　側）信濃川テクノポリス開発機構では、市場の変化が厳しく、

先の予測が難しい経営環境の中、時代に見合った経営戦略をさ

まざまな視点から考えていただくため、セミナーを開催します。

　　　　　中小企業経営者・中小企業経営幹部

　　　　　勧信濃川テクノポリス開発機構会議室

　　　　　（長岡市新座4－1－9）

・6月14日囲

～景気を考え、あなたの企業に生かすポイントは？～

・6月28日囲

～構造改革による地元企業の課題と方向性～

※午後2時～4時30分

　　　　　詳しくは次までご連絡ください。

財信濃川テクノポリス開発機構　E（0258）46－9711

火葬場の利用時問が下記のとおり変更になりました。

　（8時）、9時、10時、11時30分、13時30分、14時30分

　15時30分、（16時30分）

※上記の時問は全て火葬場到着の時刻となります。

※（）内の時問は特別の事情がない限り受付けできません。

※ご予約手続きは中里村役場にて行います。

役場民生課住民係　盈63－3111

6／16 第二藤巻医院宥，18函2躍
冨
・
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大熊内科医院痺箭贈

6／30 ㊦山口’医院琿箭騨
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ま
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